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ま が り お

尾　実
みのる

１　

は
じ
め
に

Ｏ
Ｓ
Ｉ
は
、
筆
者
が
所
属
し
て
い
る
特
定

非
営
利
活
動
法
人
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
協
会
で
も
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座
で

教
材
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
比
較
的
手
軽

に
実
施
で
き
る
フ
ォ
ー
マ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

と
し
て
、
定
評
の
あ
る
検
査
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
企
業
に
お
け
る
実
際
の
活
用
事

例
と
し
て
、
筆
者
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
森

永
製
菓
株
式
会
社
に
お
け
る
新
入
社
員
フ
ォ

ロ
ー
研
修
の
中
で
、
Ｏ
Ｓ
Ｉ
職
業
ス
ト
レ
ス

検
査
を
活
用
し
た
実
例
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

た
い
。

２　

Ｏ
Ｓ
Ｉ
導
入
の
経
緯

そ
も
そ
も
筆
者
が
Ｏ
Ｓ
Ｉ
職
業
ス
ト
レ
ス

検
査
を
知
っ
た
の
は
、
法
政
大
学
大
学
院

経
営
学
研
究
科
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
専
攻

（
現
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
研
究
科
）
在
学

中
に
、
開
発
者
の
お
一
人
で
あ
る
渡
辺
三
枝

子
先
生
の
講
義
の
中
で
、
検
査
の
実
施
な
ら

び
に
解
説
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
あ
る
。
個
人（
従
業
員
）
お
よ
び
組

織（
企
業
）
双
方
に
と
っ
て
有
効
な
、
し
か

も
簡
便
な
検
査
と
し
て
職
場
で
も
使
え
る
と

い
う
印
象
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
社
内
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ
て

い
た
公
募
型
社
内
ス
ク
ー
ル
で
、
受
講
者
に
Ｏ

Ｓ
Ｉ
を
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て
受
け
て
も
ら
い
、

有
効
性
や
所
要
時
間
、
受
講
者
の
反
応
等
を

確
認
後
、
社
内
に
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

３　

Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
導
入
場
面

①
キ
ャ
リ
ア
相
談
室
で
の
実
施

社
内
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
時
に
、
単
な
る
キ
ャ
リ
ア
上
の

問
題
だ
け
で
な
く
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
不
調

も
抱
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
社
員
へ
の
実
施
。

②
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
の
実
施

１
カ
月
半
に
わ
た
る
新
入
社
員
研
修
終
了

後
、
職
場
に
配
属
さ
れ
た
新
入
社
員
を
半
年

後
に
再
集
合
さ
せ
て
実
施
す
る
フ
ォ
ロ
ー
研

修
時
に
、
メ
ン
タ
ル
面
で
の
状
態
を
確
認
す

る
た
め
に
実
施
。

４�　

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
の

　

活
用
の
実
際

フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
は
２
０
１
１
年
か
ら
Ｏ

Ｓ
Ｉ
を
実
施
し
た
。
今
回
は
、
筆
者
が
在
職

中
の
２
０
１
３
年
度
の
事
例
を
ご
紹
介
す
る

（
対
象
新
入
社
員
数
35
名
）。

①
フ
ォ
ロ
ー
研
修
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
４
月
～
５
月
中
旬　

新
入
社
員
研
修
実
施

・
５
月
中
旬　

配
属

・�

フ
ォ
ロ
ー
研
修
１
カ
月
前　

全
員
に
キ
ャ

リ
ア
面
談
実
施（
一
人
１
時
間
）

・
11
月
に
２
日
間　

フ
ォ
ロ
ー
研
修
実
施

②
研
修
目
的

学
生
か
ら
社
会
人
へ
と
テ
イ
ク
オ
フ
す
る

転
換
期
は
、
誰
で
も
精
神
的
緊
張
を
経
験
し

て
組
織
に
入
っ
て
い
く
も
の
。研
修
担
当
は
、

４
月
～
５
月
中
旬
の
新
入
社
員
研
修
で
、
本

人
の
意
識
改
革
と
組
織
へ
の
適
応
を
目
的
に

さ
ま
ざ
ま
な
研
修
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い

る
。
し
か
し
、
新
入
社
員
研
修
が
終
了
し
、

実
際
に
各
職
場
に
配
属
さ
れ
る
と
、
そ
こ
で

は
良
く
も
悪
く
も
さ
ま
ざ
ま
な“
現
実
”
が

待
っ
て
い
る
。
個
人
差
は
あ
る
も
の
の
悪
戦

苦
闘
の
半
年
間
を
過
ご
し
た
と
こ
ろ
で
再
集

合
し
、
入
社
後
の
振
り
返
り
、
悩
ん
で
い
る

こ
と
、
成
功･
失
敗
事
例
な
ど
を
同
期
生
同

士
で
共
有
し
、
ス
キ
ル
面
、
精
神
的
な
適
応

面
を
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が
ら
、「
自
立
し
た
社

員
へ
成
長
す
る
こ
と
」を
目
的
に
実
施
し
た
。

③
Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

・�

Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
実
施
、
自
己
採
点
、
結
果
の
解

釈
、
グ
ル
ー
プ
内
で
結
果
を
見
せ
合
い
、

感
想
交
換（
１
時
間
半
）

・�

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
義（
１
時
間
：
社
内

講
師
）

�〈
内
容
〉
現
代
社
会
と
組
織（
企
業
）
の
状

況
、
自
分
で
で
き
る
ス
ト
レ
ス
解
消
法
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
働
き
か
け
）
の

取
り
方
な
ど

※�

Ｏ
Ｓ
Ｉ
の
結
果
は
、
コ
ピ
ー
を
人
事（
研
修
担

当
）に
て
保
管
。

※�

Ｏ
Ｓ
Ｉ
実
施
時
に
は「
個
人
評
価
を
す
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
」を
伝
え
て
い
る
。

人
事（
研
修
担
当
）と
は
、
新
入
社
員
研
修

時
に
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め
、
検
査

へ
の
不
安
は
少
な
い
と
判
断
し
た
。

④
Ｏ
Ｓ
Ｉ
実
施
の
結
果

「
総
合
評
価
」（
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
上
で
網
か
け

表
示
さ
れ
て
い
る
欄
に
つ
け
ら
れ
た
○
の
数

を
合
計
し
た
も
の
）を
見
る
と
、
８
個
が
１
名
、

５
個
、
４
個
が
各
１
名
、
３
個
、
２
個
が
各
３

名
、１
個
が
７
名
で
あ
っ
た
。「
結
果
の
見
方・

対
処
の
仕
方
」
に
よ
れ
ば
、
５
個
以
下
は
大

き
な
問
題
は
見
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
結
果
と
し
て
、
職
業
生
活
で
の
ス

ト
レ
ス
や
そ
の
対
処
方
法
に
や
や
問
題
あ
り

と
さ
れ
た
の
は
、
１
名（
８
個
）の
み
で
あ
っ

た
。
こ
の
１
名
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
事
例

で
紹
介
し
た
通
り
フ
ォ
ロ
ー
を
実
施
し
た
。

⑤ 

フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
Ｏ
Ｓ
Ｉ
を
実
施
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト

・�

新
入
社
員
本
人
は
、「
新
入
社
員
だ
か
ら
」

と
頑
張
っ
て
し
ま
い
、
周
囲
に
自
分
の
状

況
を
言
え
な
い
こ
と
も
多
い
。
事
前
に
個

別
キ
ャ
リ
ア
面
談
を
行
っ
て
い
る
が
、
面

新入社員
フォロー研修

の事例
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学
生
双
方
に
大
き
な
負
担
を
か
け
て
い
る
入

社
選
考
試
験
を
通
過
し
て
入
社
し
て
き
た
貴

重
な
新
入
社
員
に
、
一
刻
も
早
く
学
生
気
分

か
ら
企
業
人
へ
と
意
識
改
革
し
て
も
ら
う
こ

と
、
企
業
と
い
う
組
織
に
適
応
し
て
も
ら
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
転
換
期
を
迎

え
た
新
入
社
員
の
メ
ン
タ
ル
面
で
の
問
題
に

い
か
に
対
応
す
る
か
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ま
で
新
入
社
員
と
同
期
生
同
士
あ

る
い
は
研
修
担
当
者
と
の
人
間
関
係
を
深
め

る
こ
と
で
解
決
を
図
っ
て
い
た
も
の
が
、
Ｏ
Ｓ

Ｉ
と
い
う
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
よ
り
客

観
的
に
、
よ
り
自
然
に
、
解
決
へ
の
糸
口
が

見
つ
か
っ
た
こ
と
は
大
き
な
助
け
に
な
っ
た
。

さ
さ
や
か
な
事
例
で
は
あ
る
が
、
ご
参
考

に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

 特集  OSI 職業ストレス検査の生かし方

は
、
心
理
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度（
Ｂ
―

２
）

お
よ
び
職
業
的
ス
ト
レ
ス
反
応
尺
度（
Ｂ
―

１
）
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
職
務

の
遂
行
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
こ
と
、
不

安
感
や
ゆ
う
う
つ
感
が
強
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

A
職
業
役
割
検
査
に
関
し
て
は
、
役
割
の

曖
昧
感
尺
度（
Ａ
―

３
）
が
高
く
、
新
入
社
員

ゆ
え
に
自
分
に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理

解
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

６　

お
わ
り
に

以
上
、
筆
者
が
過
去
実
際
に
携
わ
っ
て
き

た
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
研
修
で
の
事
例
を
ご

紹
介
し
て
き
た
。
新
入
社
員
研
修
の
担
当
者

と
し
て
常
に
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
企
業
と

ち
な
真
面
目
な
性
格
）。

結
果
を
グ
ル
ー
プ
内
で
見
せ
合
う
こ
と

で
、
同
期
も
Ａ
社
員
の
ス
ト
レ
ス
状
況
が
高

い
こ
と
に
気
づ
き
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、

Ａ
社
員
は
同
期
に
本
音
を
話
せ
る
よ
う
に

な
っ
た（
グ
ル
ー
プ
内
で
結
果
を
披
露
し
合
っ

た
際
に
、
周
り
の
メ
ン
バ
ー
も
驚
い
て
い
た

が
、
一
番
驚
い
て
い
た
の
は
本
人
だ
っ
た
）。

フ
ォ
ロ
ー
研
修
後
は
、
支
店
長
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ

ト
レ
ー
ナ
ー
（
新
入
社
員
が
配
属
さ
れ
た

職
場
で
任
命
さ
れ
る
メ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
社

員
。
通
常
入
社
後
３
～
５
年
目
の
社
員
が
な

る
）
に
状
況
を
確
認
し
、
フ
ォ
ロ
ー
を
依
頼

し
た
。
ま
た
、
折
に
触
れ
て
本
人
の
様
子
を

聞
く
な
ど
気
を
配
っ
て
い
た
が
、
年
明
け
か

ら
３
月
に
か
け
て
徐
々
に
落
ち
着
い
て
き
た

様
子
で
あ
っ
た
。Ｏ
Ｓ
Ｉ
実
施
時（
11
月
）は
、

９
月
末
に
営
業
と
し
て
の
見
習
い
期
間
が
終

了
し
、
10
月
か
ら
売
上
予
算
も
持
っ
て
独
り

立
ち
し
、
仕
事
が
本
格
化
し
て
間
も
な
い
時

期
で
あ
っ
た
こ
と
、
家
庭
の
事
情（
父
親
が

遠
方
に
単
身
赴
任
し
、
家
族
の
中
で
た
だ

一
人
の
男
性
と
し
て
何
か
と
責
任
や
所
用
が

増
え
た
こ
と
）
が
発
生
し
た
こ
と
な
ど
が
重

な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
環
境

の
変
化
に
数
カ
月
か
け
て
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
好
転
の
要
因
と
思
わ
れ
る
。

②
実
際
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
の
解
釈

Ａ
社
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見
る
と（
図

表
参
照
）、
特
徴
的
な
の
は
、
C
ス
ト
レ
ス

対
処
検
査
で
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
尺
度（
Ｃ

―

１
）
が
特
に
低
く
、
余
暇
の
過
ご
し
方
が

悪
い
こ
と
、そ
し
て
健
康
管
理
尺
度（
Ｃ
―

２
）

と
論
理
的
対
処
尺
度（
Ｃ
―

４
）
も
次
い
で
低

く
、
健
康
管
理
の
不
十
分
さ
と
問
題
処
理
の

ま
ず
さ
を
表
し
て
い
る
。

ま
た
、
B
ス
ト
レ
ス
反
応
検
査
に
つ
い
て

A職業役割検査

Bストレス反応検査

ストレス対処検査C

総合評価

B-1

B-2

B-3

B-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

11 1210 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48-50

16 171510-14 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

13121110 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

14

13

13

10-12

10-12 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47-50

20191810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

27262510-24 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

19 201810-17 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

16 1710-15 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49-50

検査Aの段階Ⅳ・Ⅴ欄
検査AのⅣ・Ⅴ欄、検査BのⅣ・Ⅴ欄、検査CのⅠ・Ⅱ欄
（プロフィール上では網かけで示されている）につけ
られた○印の数を合計して総合評価点を算出します。

＋

検査　の段階Ⅳ・Ⅴ欄B

＋

検査　の段階Ⅰ・Ⅱ欄C

＝

総合評価点

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

13

11

12

10

10-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37-50

1110 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

131210-11 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43-50

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39-50

C-1

C-2

C-3

C-4

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

標準得点 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

A-1

A-2

A-3

A-4

A-5

A-6

下段　女性用尺度上段　男性用尺度

25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75

段　階 ⅡⅠ ⅣⅢ Ⅴ

素　点

22

33

30

20

12

10

36

37

26

33

16

18

32

23

２ ３ ３ ８

と
向
か
っ
て
は
言
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

そ
れ
が
Ｏ
Ｓ
Ｉ
検
査
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
結

果
に
表
れ
る
こ
と
で
、
現
状
を
周
囲（
同

期
や
人
事
）
に
言
え
る
よ
う
に
な
る
。
つ

ま
り
は
組
織
に
定
着
す
る
た
め
の
ス
ト
レ

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
。（
本
人

側
の
メ
リ
ッ
ト
）

・�

キ
ャ
リ
ア
面
談
だ
け
で
は
見
過
ご
し
て
し

ま
い
そ
う
な
状
況
を
、
人
事（
研
修
担
当
）

が
気
づ
く
こ
と
が
で
き
、
人
事
部
や
職
場

と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー

（
職
場
及
び
職
務
へ
の
定
着
）
が
行
え
る
。

（
会
社
側
の
メ
リ
ッ
ト
）

※�

人
事
部
や
職
場
と
連
携
を
と
る
際
は
、
必
ず

事
前
に
本
人
の
承
諾
を
得
た
。

・�

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
講
義
を
聞
く
際
、
Ｏ

Ｓ
Ｉ
導
入
前
は
、
聞
き
っ
ぱ
な
し
に
な
り

が
ち
で
あ
っ
た
が
、
導
入
後
は
、
自
分
の

こ
と
と
し
て
聞
け
、
納
得
感
も
高
ま
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
た
。（
本
人
・
会
社
双

方
の
メ
リ
ッ
ト
）

・�

15
～
20
分
程
度
で
回
答
で
き
る
の
で
、
研

修
で
実
施
す
る
に
は
使
い
勝
手
が
よ
い

し
、
そ
の
場
で
自
己
採
点
す
る
こ
と
で
自

己
理
解
が
促
さ
れ
る
の
で
、
意
識
が
高
ま

る
。（
会
社
側
の
メ
リ
ッ
ト
）

５　

あ
る
受
講
者
の
事
例

① 

研
修
前
の
キ
ャ
リ
ア
面
談
時
に
は
、
特
段

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え
な

か
っ
た
営
業
の
Ａ
社
員（
男
性
）の
事
例

Ｏ
Ｓ
Ｉ
で
は
14
項
目
の
う
ち
８
項
目
が
グ

レ
ー
ゾ
ー
ン
に
該
当
し（
Ａ
―

２
、
Ａ
―

３
、
Ｂ

―

１
、
Ｂ
―

２
、
Ｂ
―

４
、
Ｃ
―

１
、
Ｃ
―

２
、
Ｃ
―

４
）、
結
果
を
見
る
こ
と
で
、
Ａ
社
員
は
自
分

の
ス
ト
レ
ス
状
況
に
気
づ
い
た（
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
は
、
す
べ
て
自
分
の
せ
い
に
し
が

図表 A 社員のプロフィール


